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はじめに 

萩市では、男女共同参画社会基本法（平成 11 年法律第 78 号）及び平成 14

年の「山口県男女共同参画基本計画」の策定を受け、平成 19 年 3 月に市民一

人ひとりがいきいきと暮らすまちを目指して「萩市男女共同参画プラン」を策

定し、男女が互いを認め合い、尊重し合いながら、社会の対等な構成員として、

自らの意思によって社会のあらゆる分野の活動に参画し、共に責任を担う男女

共同参画社会の実現に向けて、各種事業に取り組んできました。 

  この報告書は、市、事業者及び市民が協働し、男女共同参画に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するために、平成 22年 4月 1日に施行した「萩市

男女共同参画推進条例（平成 22年萩市条例第 1号）」に基づき、男女共同参

画の推進に関する施策の実施状況について報告するものです。 

 

 

報告書の作成 

萩市が実施する各種事業のうち、萩市の男女共同参画の推進に資するもの、

萩市の男女共同参画の推進に関連するものを「萩市男女共同参画推進主要事

業」と位置づけています。この「萩市男女共同参画推進主要事業」を事業内容

及び事業効果によって「萩市男女共同参画プラン」に掲げる次の３つの基本目

標に振り分け、事業の進捗状況を報告します。 

  基本目標１ 男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進 

  基本目標２ だれもが共に活躍できるまちづくり 

  基本目標３ だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり 
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基本目標３ だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり 

● 重点項目１ 暴力（ＤＶ・デートＤＶ等）の根絶 

①  男女間の暴力を許さないという意識啓発の推進             【P.16】 

② 暴力を生まないための予防教育の実施                 【P.16】 

● 重点項目２ 暴力被害者等への相談・支援の充実 
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① 生涯を通じた男女の健康の保持増進対策の推進             【P.19】 

② 妊娠・出産等に関する健康支援                    【P.20】 

③ 男女の不妊、不育症治療への支援                   【P.20】 

④ みんながいきいきと活躍できる生涯現役社会づくりの推進          【P.21～23】 

● 重点項目４ 安心して暮らせる環境づくり 

① ひとり親家庭等に対する支援                     【P.24】 

② 高齢者が安心して暮らせる福祉サービス等の充実              【P.24～25】 

③ 障がい者が安心して暮らせる福祉サービス等の充実           【P.25】 

④ 貧困やひきこもりなど生活上の困難に直面する人への支援        【P.26】 

⑤ 女性等に配慮した防災・災害対策の充実                【P.26】 



取組内容 担当課

市民活動推進課

市民活動推進課

市民活動団体等
との協働による
啓発活動の推進

市民活動推進課

基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進

●重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

施策 事業の内容及び実施状況

男女共同参画意識を育てるため、市内中学校・高等学校等で出前講座(15
回)を開催した。
・令和4年 4月28日　萩看護学校1年生【40名】
・令和4年 9月 7日　至誠館大学職員【45名】
・令和4年10月 7日　見島小学校5年生【5名】
・令和4年10月17日　萩市白水会館【15名】
・令和4年10月26日　萩商工高等学校2年生【90名】
・令和4年11月25日　萩西中学校3年生【101名】
・令和4年11月25日　福栄中学校3年生【6名】
・令和4年11月26日　田万川中学校3年生【20名】
・令和4年11月28日　萩市白水会館【15名】
・令和5年 2月 3日　萩西中学校【90名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【32名】
・令和5年 2月24日　萩光塩高等学校3年生【64名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【32名】
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市民活動団体等に対して講座、講演会の開催等の情報提供と参加の働きか
けを行い、意識啓発を推進した。
市民活動団体等が男女共同参画に関する行事等を開催する際、後援、共催
等の支援を行い、施設利用負担金の軽減等を行った。

男女共同参画の意識醸成を図るため、各種啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・「おとうさんとおじいちゃんの読み聞かせ」の開催
　開催日：令和4年6月 8日（明木図書館）、6月17日（小川小学校）
　　　　　令和4年6月25日（萩図書館）、6月30日（育英小学校）
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・男女共同参画セミナーの開催
　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　開催日：令和4年11月23日
　参加者数：48名
・市内のやまぐち男女共同参画推進事業者を訪問し、萩市の男女共同参画
の取組みについて周知、職場における男女共同参画について啓発した。
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発
・懸垂幕の設置（10月）

男女共同参画の
意識醸成を図る
ための各種啓発
事業の実施
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取組内容 担当課

学校教育課

学校教育課

市民活動推進課

市民活動推進課

福祉政策課

福祉政策課

福祉政策課

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

施策 事業の内容及び実施状況
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教科や道徳、総合的な学習の時間、特別活動などを通して、個人の尊厳、
男女相互の理解と教育、男女平等などに関する教育の充実を図った。
・全小中学校において計画的に実施

固定的な性別役割、分担意識にとらわれることなく、個性・能力・生き方
に応じた進路指導の充実を職場体験学習や学級活動、総合的な学習の時間
等を通じて図り、キャリア教育を推進した。
・全小中学校において計画的にキャリア教育を実施
・「萩・農下村塾事業」を通じて、小中学生に農業体験の機会を提供

学習支援促進のため、男女共同参画週間にあわせ、市内4ヶ所の図書館に
男女共同参画関連図書コーナー設置した。
　　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　　開催期間：令和4年6月1日～6月30日

市内中学校・高等学校、各種団体の会合等で、男女共同参画推進事業、DV
防止啓発や女性相談窓口のPR等について出前講座を実施した。（15回）
・令和4年 4月28日　萩看護学校1年生【40名】
・令和4年 9月 7日　至誠館大学職員【45名】
・令和4年10月 7日　見島小学校5年生【5名】
・令和4年10月17日　萩市白水会館【15名】
・令和4年10月26日　萩商工高等学校2年生【90名】
・令和4年11月25日　萩西中学校3年生【101名】
・令和4年11月25日　福栄中学校3年生【6名】
・令和4年11月26日　田万川中学校3年生【20名】
・令和4年11月28日　萩市白水会館【15名】
・令和5年 2月 3日　萩西中学校【90名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【32名】
・令和5年 2月24日　萩光塩高等学校3年生【64名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【32名】

《人権教室実施事業》
保育園、小学校等にアドバイザーを派遣し、いじめのない楽しい生活を送
るために、命の尊さ、思いやりの心、友だち、家族の大切さなどについて
考え、命の大切さを理解してもらうことを目的に講座を実施した。
　　回数：2回
　　開催日：令和4年11月18日（椿西小）、6月24日（多磨小）
　  参加者数：43名

《人権啓発教育推進事業》
人権啓発・教育を推進するための講演会、研修会を開催した。
・萩地域人権施策推進委員研修会
　　開催日：令和4年5月25日、令和5年2月8日
・中央人権施策推進委員会研修会
　　開催日：令和4年7月26日、令和5年3月22日

《人権啓発推進事業》
人権問題の早期解決と人権意識の高揚のため、各種事業を実施した。
・講演会の開催
　　「人権の心をはぐくむ市民の集い」
　　開催日：令和4年12月3日　会場：萩市民館　大ホール
・人権啓発児童、生徒作品（ポスター）展
　　開催期間：令和4年12月3日～9日　会場：萩市民館ロビー
・啓発活動展
　　開催期間：令和4年12月3日～9日　会場：萩市民館ロビー
・イベント会場での人権啓発活動
　　「萩福祉センターまつり」人権啓発キャンペーン
　　開催日：令和4年11月12日　会場：萩総合福祉センター

学校（児童・生
徒・保護者等）
における人権教
育、学習機会の
促進

地域や事業所に
おける人権教
育、学習支援の
促進
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取組内容 担当課

文化・生涯学習
課

文化・生涯学習
課

保育士・教職員
に対する人権研
修

学校教育課

市民活動推進課

文化・生涯学習
課

指導者を育成す
るための研修

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

施策 事業の内容及び実施状況
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《人権教育推進事業》
人権教育を推進するため、講座及び研修会を開催した。
・人権教育指導者養成講座（4回）
　　参加者数：542名
・人権教育講演会（萩地域）4回
　　参加者数：956名
・人権教育講演会（川上地域）1回
    参加者数：55名
・人権を考える集い（田万川地域）3回
　　参加者数：163名
・人権講演会等（むつみ地域）3回
　　参加者数：191名
・人権教育講演会（須佐地域）2回
    参加者数：131名
・人権教育講座・講演会（福栄地域）2回
    参加者数：130名

子育て・親学講座を開催し、家庭教育の必要性の再認識と理解の深化を
図った。
・親学･家庭教育学級（全13講座）
・子育て講座(全45講座）

学校において、教育活動全体を通じた男女平等意識を高める教育を推進す
るため、各学校の人権教育主任を集めた会議を年間1回開催した。
・萩市小中学校人権教育担当者会議
　　開催日：令和4年11月11日　出席者数：29名

男女共同参画推進に関する指導者育成のため専門研修(15講座)を受けた。
・市町配偶者暴力相談窓口担当者等初任者研修会
　　開催日：令和4年4月28日（オンライン）
・女性関連施設相談員・相談事業担当者研修
　　開催日：令和4年6月21日～7月19日（全12回、オンライン）
・被害者支援員養成講座
　　開催日：令和4年6月22日、29日（山口市）
・DV被害者自立支援講演会
　　開催日：令和4年7月22日（オンライン）
・中国・四国地区婦人保護事業研究協議会講演会
　　開催日：令和4年9月6日、7日（オンライン）
・2022アウェアFネットフォローアップ研修
　　開催日：令和4年9月10日、11日（オンライン）
・フェミニストカウンセリング専門講座
　　開催日：令和4年9月15日、29日（オンライン）
・相談員・支援員のための研修会「DVと面会交流～共同親権問題に関連し
て」　開催日：令和4年10月5日（オンライン）
・アウェア「それって虐待ですよ！親のDV～子どもたちのために理解す
る」　開催日：令和4年11月16日（オンライン）
・山口県ヤングケアラーへの理解を深めるシンポジウム
　　開催日：令和4年11月19日（山口市）
・学ぼう性の多様性セミナー～職場での正しい理解と対応に向け～
　　開催日：令和5年1月26日（オンライン）
・ひきこもりに関する講演会
　　開催日：令和5年2月15日（萩市民館）
・全国婦人相談員・心理判定員研究協議会
　　開催日：令和5年2月21日（オンライン）
・市町等配偶者暴力相談担当者研修会（専門研修）
　　開催日：令和5年3月17日（オンライン）
・「DVと児童虐待」講師養成講座
　　開催日：令和5年3月25日（オンライン）

人権教育指導者育成のための専門研修
・人権教育指導者研修会 1回
    参加者数：19名

地域や事業所に
おける人権教
育、学習支援の
促進
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取組内容 担当課

17の目標のう
ち、男女共同参
画に関連する目
標を推進するた
めの啓発

市民活動推進課

性別による固定
的役割分担意識
の改革のための
啓発事業の実施

市民活動推進課

各学校における
性別にとらわれ
ない一人ひとり
の意欲や能力・
適性を活かせる
指導の充実

学校教育課

市民活動推進課

福祉政策課

学校教育課

性的少数者への
理解を広める意
識啓発の実施

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

施策 事業の内容及び実施状況

学校教育全体を通して、人権尊重、男女平等意識の醸成に向けた教育の充
実を図った。
　・全小中学校で計画的に実施

⑤
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
の

促
進

パネル展、出前講座、各種会議、萩ふるさとまつり人権コーナー等、機会
をとらえて、性の多様性に関する啓発を行った。
アンケートにおける性別欄について、不要なものは廃止し、廃止しない場
合は「その他」欄を設けた。

人権施策推進委員及び民生委員・児童委員等へ啓発を行った。
人権週間において市内図書館3館（萩、須佐、明木）に特設コーナーを設
けた。

萩市人権教育指導者養成講座における所管事項説明において、個別の課題
として取り上げ、教職員に周知を図った。

性別による固定的役割分担意識を改革するため、啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・「おとうさんとおじいちゃんの読み聞かせ」の開催
　開催日：令和4年6月 8日（明木図書館）、6月17日（小川小学校）
　　　　　令和4年6月25日（萩図書館）、6月30日（育英小学校）
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・男女共同参画セミナーの開催
　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　開催日：令和4年11月23日
　参加者数：48名
・市内のやまぐち男女共同参画推進事業者を訪問し、萩市の男女共同参画
の取組みについて周知、職場における男女共同参画について啓発した。
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発
・懸垂幕の設置（10月）

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

「

ジ
ェ

ン
ダ
ー

平
等
を

実
現
し
よ
う
」

パネル展示や出前講座において、SDGs「ジェンダー平等を実現しよう」を
紹介した。

④
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
の
改
革
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取組内容 担当課

姉妹都市・友好
都市等との交流
促進

企画政策課

学校教育課

学校教育課

各学校における
国際理解を深め
る学習及び平和
学習の充実

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目１　互いを認め合い、思いやる心を育む意識づくり

施策 事業の内容及び実施状況

⑥
国
際
交
流
・
協
力
の
促
進

ヨルダン・ハシェミット王国との交流
・特命全権大使が表敬訪問のため来萩した。
　　来萩日：令和4年8月7日～10日
・ヨルダン映画上映・写真展×萩まちじゅう博物館を開催した。併せて、
王女と特命全権大使が来萩し、萩光塩学院生徒と交流した。
　　来萩日：令和4年11月19日～21日
　　特別上映会：令和4年11月20日
　　映画上映：令和4年11月21日～25日
　　写真展：令和4年11月7日～25日

台湾との交流
・台湾立法院院長が表敬訪問のため来萩した。
　　来萩日：令和4年11月27日～28日

萩城下町マラソンへの招待
・姉妹都市・友好都市に対して萩城下町マラソン大会への招待選手を募集
し、6名（下田市2名、輪島市2名、鹿児島市2名）の参加者が来萩した。
    開催日：令和4年12月11日

国際交流員による異文化交流イベント
・萩市とゆかりのある英国出身の国際交流員による、市民向けの異文化交
流事業を実施した。
　大人向け　32回、子ども向け　11回

長州ファイブジュニア英国語学研修（中止）

教科や道徳、総合的な学習の時間、特別活動、学校行事などを通して、国
際理解、平和学習などに関する教育の充実を図った。
・全小中学校において計画的に実施
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取組内容 担当課

市広報、ホーム
ページ、
Facebook等によ
る情報提供及び
広報活動の実施

市民活動推進課

男女の人権尊重
に配慮した市広
報や刊行物の作
成

広報課

②
人
権
尊
重
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

表
現
に
よ
る
情
報
発
信

市民活動推進課からの広報はぎ原稿提出により男女共同参画週間の関連行
事を掲載した。

基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進

●重点項目２　人権尊重・男女共同参画の視点に立った表現と広く正しい情報発信

　基本目標１　男女共同参画社会づくりに向けた意識改革の推進
　重点項目２　人権尊重・男女共同参画の視点に立った表現と広く正しい情報発信

施策 事業の内容及び実施状況

①
メ
デ
ィ
ア
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
啓
発
や
情
報
の
周
知

広報はぎ及びホームページ、Facebook等による情報提供及び広報活動を
行った。
≪広報はぎ掲載≫
・4月号
　　若年層の性暴力被害予防月間
・6月号
　　男女共同参画週間（6月23日～29日）、イベント開催等
・10月号
　　男女共同参画推進月間について
・11月号
　　女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）
　　萩市男女共同参画セミナー
≪萩市公式ホームページ掲載≫
・男女共同参画に関する市民意識調査実施報告書
・萩市男女共同参画プラン
・2022男女共同参画だより
≪Facebook≫
・おとうさんとおじいちゃんの読み聞かせ
・男女共同参画週間パネル展
・萩市女性団体連絡協議会の各種活動
・萩市男女共同参画行政推進本部会議
・萩市男女共同参画推進月間パネル展
・オレンジ＆パープルライトアップ、オレンジ＆パープルリボンツリーの
設置
・萩市男女共同参画セミナー
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取組内容 担当課

女性職員の管理
職等への登用

人事課

女性職員の能力
向上のための研
修派遣の実施

人事課

審議会、委員会
等における女性
委員の登用率の
向上及び男女の
バランスのとれ
た委員登用

関係課

事業者等におけ
る意思決定の場
への女性の参画
の促進

市民活動推進課

やまぐち男女共
同参画推進事業
者を増やすため
の啓発

市民活動推進課

事業者等への女
性の登用及び雇
用促進の協力要
請

商工振興課

基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり

●重点項目１　あらゆる分野における施策・方針決定の場への女性参画の推進

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目１　あらゆる分野における施策・方針決定の場への女性参画の推進

施策 事業の内容及び実施状況

キャリア意識醸成を図る庁内研修や市町村アカデミー等の外部機関への研
修派遣を積極的に行い、女性職員の能力向上に努めた。
また、職員の能力開発と意欲の向上を図り、時代の変化に対応できる人材
を積極的に育成することを目的に、令和4年度から山口県へ女性職員を派
遣した。

①
市
の
女
性
職
員
の
管
理
職
等

へ
の
登
用

②
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の
参
画
推
進
と
拡
大
（

男

女
の
委
員
が
と
も
に
4
0
％
と
な
る
よ
う
推
進
す
る
）

審議会、委員会等への男女参画比率格差を是正するため、積極的に女性の
登用を図り男女比率のパランスをとるよう推進しているが、令和4年4月1
日現在で39.4％であった女性の登用率は、令和5年4月1日現在39.1％とな
り、0.3ポイント減少した。

企業や各種団体等における女性の登用及び雇用促進のため、男女共同参画
に関するポスターの掲示及び庁舎窓口でパンフレット、リーフレット等を
配布し、ＰＲを行った。
市内のやまぐち男女共同参画推進事業者を訪問して、萩市の男女共同参画
の取組みについて周知、職場における男女共同参画について啓発した。

女性職員の管理職等への登用を積極的に行い、係長級以上の職員のうち女
性の割合は、令和4年4月1日現在の31.3％から、令和5年4月1日現在で
32.5％となり1.2ポイント増加したが、目標数値の33％を下回っている。
そのうち管理職（課長級以上）については、令和4年4月1日現在の14.2％
から、令和5年4月1日現在で18.3％となり4.1ポイント増加したが、目標数
値の20％を下回っている。

③
事
業
者
等
に
お
け
る
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
参
画
の
拡
大

やまぐち男女共同参画推進事業者の認証制度のチラシを配置し、周知を
図った。

企業や各種団体等における女性の登用及び雇用促進のため、ポスターの掲
示及び庁舎窓口でパンフレット、リーフレット等を配布し、PRを行った。
市内事業所を訪問して、萩市の男女共同参画の取組みについて周知、啓発
を行った。
　令和4年5月24日　市内企業訪問　3社
　令和5年3月17日　市内合同企業説明会　25社
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取組内容 担当課

各種団体等にお
ける意思決定の
場への女性の参
画の促進

市民活動推進課

女性自身の意欲
を高めるための
講演会の実施

市民活動推進課

文化・生涯学習
課

三見公民館

大井公民館

大島公民館

見島公民館

川上公民館

江崎公民館

各公民館におけ
る女性向けセミ
ナー、講座等の
開催

各公民館等において各種学級、講座を開催した。
・親学・家庭教育学級(全13講座)
・子育て講座(全45講座)

・婦人学級（全12回）　参加者数：93名

・親学講座（年4回)　参加者数：99名

・家庭教育学級（年1回）　参加者数：12名
・婦人学級（年2回）　参加者数：12名
・女性サロン（年1回）参加者数：14名

・家庭教育学級　（子育て講座、年1回） 参加者数:20名
・かわかみ雑学塾（年10回）　参加者数：延83名

・婦人学級（全3回）　参加者数：45名

・各種教室（ものづくり2回、健康づくり9回・寄せ植え3回・生け花5回）
　参加者数：117名
・親学講座（年2回）　参加者数：12名
・子育て講座（年1回）　参加者数：10名

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目１　あらゆる分野における施策・方針決定の場への女性参画の推進

施策 事業の内容及び実施状況

④
各
種
団
体
等
に
お
け

る
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
参
画
の
拡
大

市内のやまぐち男女共同参画推進事業者訪問、行政推進員集会での啓発を
通して、意思決定の場への女性の参画が図られるよう、各種団体等へ啓発
を行った。

⑤
女
性
が
意
欲
や
能
力
を
高
め
る
研
修
会
や
講
演
会
の
実
施
や
情
報
提
供

男女共同参画セミナーを開催した。
　　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　　開催日：令和4年11月23日
　　参加者数：48名
県内等で開催されるエンパワーメントのための学習会、講座等のチラシ等
を公民館、図書館等へ配布するなど情報提供を行った。
萩市女性団体連絡協議会に補助金を交付し、女性団体の相互連携を図ると
ともに、男女共同参画に関わる研修開催等を支援した。
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取組内容 担当課

小川公民館

須佐公民館

弥富公民館

明木公民館

佐々並公民館

福川公民館

紫福公民館

文化・生涯学習
課

⑤
女
性
が
意
欲
や
能
力
を
高
め
る
研
修
会
や
講
演
会
の
実
施
や
情
報
提
供

各公民館におけ
る女性向けセミ
ナー、講座等の
開催

・一般成人学級（女性含む、年8回）　参加者数：105名（うち女性：93
名）
　内容：物作り教室、スマホ教室、料理教室

・婦人学級（全6回）　参加者数：94名

・あおば勉強室（女性、年5回）　参加者数：延56名
・家庭教育通信講座（公民館だよりでの啓発活動、年12回）
・乳幼児を持つ親の学習会（中止）

・紫福塾（女性含む、年8回）　参加者数：120名

社会教育関係団体が公民館を使用する際の使用料の負担軽減を行った。
・登録団体数：137団体

・婦人・姑学級（年3回）　参加者数：42名

・学楽塾（女性含む、年7回）　参加者数：91名
・子育て講座（年4回）31名

施策 事業の内容及び実施状況

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目１　あらゆる分野における施策・方針決定の場への女性参画の推進

・すみれ学級（女性、年7回）　参加者数：126名
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取組内容 担当課

市民活動推進課

商工振興課

庁内におけるハ
ラスメントの相
談体制の充実

人事課

市民活動推進課

福祉政策課

ハラスメントに
関する相談体制

市民活動推進課

男女雇用機会均等法、労働基準法、次世代育成支援対策推進法、パートタ
イム労働法、育児休業制度、介護休業制度、子の看護休暇制度等のポス
ターの掲示及び窓口でパンフレット、リーフレット等を配布し、周知と情
報提供に努めた。

基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり

●重点項目２　職場における男女共同参画の推進

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目２　職場における男女共同参画の推進

施策 事業の内容及び実施状況

事業所に対する労働関係法令の周知、啓発を図るため、ポスターの掲示及
び庁舎窓口でパンフレット、リーフレット等を配布し、ＰＲを行った。

①
就
業
に
関
連
し
た
法

制
度
の
周
知
・
啓
発
の

推
進

就業に関連した
法制度の周知及
び情報提供

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
啓
発

庁内におけるハラスメントに関する苦情受付窓口として、外部窓口（弁護
士法人サリュ）及び内部窓口（総務課行政係）を設置するとともに、セク
シュアル・ハラスメントに関する相談室を設置している。令和4年度にお
けるセクシュアル・ハラスメントに関する苦情・相談受付実績は0件で
あった。
今後も引き続き苦情受付窓口及び相談室を設置継続し、職員からの相談に
対処できる体制を維持する。

ハラスメント防止のため、啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・男女共同参画セミナーの開催
　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　開催日：令和4年11月23日
　参加者数：48名
・市内のやまぐち男女共同参画推進事業者を訪問し、萩市の男女共同参画
の取組みについて周知、職場における男女共同参画について啓発した。
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発
・ハラスメント防止のためのリーフレットを庁舎窓口で配布し啓発した。

人権施策推進委員及び民生委員・児童委員等へ啓発を行った。
人権週間において市内図書館3館（萩、須佐、明木）に特設コーナーを設
けた。

ハラスメントに関する相談体制を継続した。
女性相談窓口、市民相談において、ハラスメントに関する相談を受け付け
る体制をとった。
・相談件数：1件

ハラスメント防
止のための啓発
活動
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取組内容 担当課

農政課

農政課

農政課

水産課

水産課

農政課

水産課

農政課

農政課
水産課

商工振興課

県主導のもとに、就業条件等を明らかにする家族経営協定の普及啓発を推
進した。

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目２　職場における男女共同参画の推進

施策 事業の内容及び実施状況

相談窓口の紹介等の情報提供として、ポスターの掲示及び窓口でのパンフ
レット、リーフレット等を配布しＰＲを行った。

③
農
林
水
産
業
、

商
工
業
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

《新規就農総合支援事業》
青年の就農意欲の喚起と就農の定着を図るため、就農直後の所得を確保で
きるよう資金の交付を行った。
　支援件数：9件（11人）
　（内訳：開始型及び経営開始資金 11人（うち女性3人））

《農業振興利子補給事業》
農業者の農業経営の近代化を進めるための資金及び認定農業者の経営改善
計画実現のための資金等の融資に対して利子補給を行った。
農業経営基盤強化資金件数　1件、新規就農資金件数　3件

《地域における女性の実現を支援》
高齢化する集落の中で、女性の能力を尊重し、かつ担い手として活躍でき
るよう役割を明確化した組織体制を整備し、女性によるコミュニティビジ
ネスの取り組みを支援した。
集落の中で女性が役割、能力を発揮し地域づくりへの参画が確実なものと
なった。

《漁業後継者育成対策事業》
漁業後継者の対策の一助として漁村青年の交流活動等、後継者の育成、確
保に積極的に取り組む団体に補助した。
・漁協青壮年部が実施主体となり実行委員会を設け、漁協各支店の青年間
の交流や女性との出会いや交流の場としてのイベント（中止）

《新規就業者定着支援事業》
経営基盤が脆弱な新規就業希望者に対し、長期の漁業技術研修を行い、漁
業経営を開始する際に必要な技術等の習得を支援する予定であったが、女
性に関する申請がなかった。

相談窓口の紹介等の情報提供として、ポスターの掲示及び窓口でのパンフ
レット、リーフレット等を配布しＰＲを行った。

《女性グループの活動支援》
農水産物加工品の製造や朝市等女性グループの活動に対して支援を行っ
た。
・萩市生活改善実行グループ連絡協議会に補助金を交付し、研修会や料理
教室の開催や各地域のまつり等で広報活動を行った。
 （主な活動）
　 ・魚食普及料理講習会　参加者数：144人
　 ・家計簿記帳・生活設計講習会　参加者数：44人
　 ・萩・夏みかんまつり　参加者数：6人

県主導のもとに、就業条件等を明らかにする家族経営協定の普及啓発を推
進した。
家族経営協定締結件数 3件

女性の経営参画
の促進と担い手
の育成のための
支援

家族経営協定の
普及啓発

女性起業家や起
業グループの育
成支援
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取組内容 担当課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

健康増進課

健康増進課

《児童館運営事業》
子育て拠点施設として児童館において子育て相談、子育て行事等を実施
し、子育て保護者の交流の場を設けた。

《児童クラブ給食サービス事業》
全児童クラブにおいて、夏休み期間中給食サービスを実施した。

《病児保育事業》
現に保育所等に通所中の児童等が病気または病気の回復期にある場合で、
集団保育が困難な期間、一時的にその児童を預かり、保護者の子育てと就
労の両立を支援するため、「いわたにこどもクリニック病児保育室“いる
かのママ”」、「こどもデイサービスセンターすさ」で実施した。
・利用児童数：延507名

各種育児に関す
る相談支援体制
の充実

基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり

●重点項目３　多様な選択を可能にする環境の整備

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目３　多様な選択を可能にする環境の整備

施策 事業の内容及び実施状況

≪子育て世代包括支援センターHAGU≫
安心して子どもを産み育てられるよう、妊娠期から子育て期まで切れ目な
く支援できるためのセンターを運営した。
・相談件数：679件（電話156件、妊娠届時145件、メール0件、来所相談
364件、その他14件）

≪母子相談室の設置≫
妊婦・乳幼児の健康相談を行った。
・乳幼児健康相談（5か月:114名、10か月児：118名）：延232名

多様なニーズに
対応した各種保
育サービスの充
実

放課後児童の生
活の場の充実
（児童クラブ
等）

①
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実 《放課後児童健全育成事業》

16小学校区17児童クラブで、小学生を対象に児童クラブを開設し、放課後
留守家庭児童を健全な環境下で育成した。

第３子以降の児童を保育所等へ入所させた場合に、その保育料または副食
費の全額又は半額を補助した。

《延長保育促進事業》
市内4保育園で、就労形態の多様化に伴う延長保育の需要に対応するた
め、保育所の開所時間を超えて保育した。

《24時間保育事業》
日の丸保育園で、夜間及び深夜勤務を伴う業務に従事する保護者の児童
を、泊りを含み夜間時間帯に預かることにより子育てと就労の両立を支援
した。
・利用児童数：0名

《休日保育事業》
住の江保育園で、日曜日及び祝日に保育を必要とする児童を保育した。

《一時預かり事業》
市内11保育園で、保護者が疾病等の理由により家庭における保育ができな
い場合、児童を一時的に保育所において保育した。

《はぎファミリー・サポート・センター運営事業》
仕事と育児の両立ができるように環境整備を行い、子育ての相互援助組織
による地域の子育て支援を推進し、児童の福祉及び勤労者の福祉の増進を
図った。
・会員数：463名
・活動件数：724件
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取組内容 担当課

子育て支援課

健康増進課

健康増進課

放課後子ども教
室の推進

文化・生涯学習
課

萩市地域包括支
援センター

高齢者支援課

各種介護に関す
る相談支援体制
の充実

萩市地域包括支
援センター

介護に携わる者
同士が交流する
ための場の確保

萩市地域包括支
援センター

関連した支援の
推進・啓発

商工振興課

≪地域包括支援センター運営等事業≫
地域の高齢者の心身の健康の維持、保健・福祉・医療の向上、生活の安定
のために必要な援助、支援を包括的に行う中核機関として地域包括支援セ
ンターを運営した。
・萩市地域包括支援センター(萩市総合福祉センター内)
　　担当地域：萩、川上、むつみ、旭、福栄
・萩市地域包括支援センター東部包括支援係（須佐総合事務所内）
　　担当地域：田万川、須佐

③
柔
軟
な
働
き
方
に
向

け
た
就
業
環
境
の
整
備

の
推
進
・
啓
発

男女雇用機会均等法、労働基準法、次世代育成支援対策推進法、パートタ
イム労働法、育児休業制度、介護休業制度、子の看護休暇制度等のポス
ターの掲示及び窓口でパンフレット、リーフレット等を配布し、周知と情
報提供に努めた。

認知症の人を介護する家族等が認知症を理解し、望ましい接し方や、介護
方法を考えると共に、介護者同士が悩みや情報を共有しながら交流し、介
護者の不安やストレスの軽減を図る場として、ケアラーズカフェを開催し
た。また、認知症の人やその家族、地域住民、医療や介護の専門職など誰
もが気軽に集うことができる場として認知症カフェを運営する団体に支援
を行った。
・ケアラーズカフェ実施回数：11回　参加人数：延148名
・認知症カフェ運営団体：5ヶ所

高齢者の総合相談・支援窓口として、保健師、社会福祉士を配置し、市内
各地域の在宅介護支援センター相談員と協力しながら、高齢者からの各種
相談に対応した。
・公式ホームページによる周知
・虐待に関する相談件数：42件、28名

≪地域リハビリテーション推進事業≫
地域リハビリテーションの普及啓発等を行った。
・かがやきリハビリテーション機能強化事業
・離島リハビリテーション支援事業
　派遣回数（見島21回、大島21回、相島20回）
・地域リハビリテーション普及・啓発研修事業
  講演会の開催　1回　参加者数：82名
・介護予防効果評価事業　7回　参加者数：139名

②
介
護
支
援
サ
ー

ビ
ス
等
の
充
実

各種介護サービ
スの充実

萩市内外の子ども子育て関係団体と協力し「わくわくキッズフェスタ」を
実施し、子どもの交流を図るとともに親同士の交流を深めた。
・わくわくキッズフェスタ：500名

育児に携わる者同士が交流するための場の確保及び地域子育て活動への支
援として、「みんな集まれ子育てまつり」（健康フェアで実施）を開催
し、親子や子供同士の交流を通して心の醸成を図った。
・みんな集まれ子育てまつり：160名

《放課後子ども教室推進事業》
放課後や週末等の子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を設ける
ため、小学校の余裕教室、公民館等の施設を活用し、地域の大人の協力を
得て、スポーツや文化活動などの様々な体験活動、地域住民との交流活動
や学習活動を実施した。

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目３　多様な選択を可能にする環境の整備

施策 事業の内容及び実施状況

《子育て支援センター事業》
育児に携わる者同士が交流するための場の確保及び地域子育て活動への支
援として、日の丸保育園・川上保育園・田万川保育園・むつみ保育園・須
佐保育園・あさひ保育園・福川保育園・紫福保育園で、育児相談、子育て
サークル等の育成・支援、子育て行事を開催した。

育児に携わる者
同士が交流する
ための場の確保

①
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
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取組内容 担当課

家庭生活におけ
る男女共同参画
の意識啓発の推
進

市民活動推進課

ワーク・ライ
フ・バランスの
推進のための啓
発活動

市民活動推進課

基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり

●重点項目４　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目４　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

施策 事業の内容及び実施状況

家庭生活での男女共同参画の意識醸成のため各種啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・「おとうさんとおじいちゃんの読み聞かせ」の開催
　開催日：令和4年6月 8日（明木図書館）、6月17日（小川小学校）
　　　　　令和4年6月25日（萩図書館）、6月30日（育英小学校）
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・男女共同参画セミナーの開催
　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　開催日：令和4年11月23日　　参加者数：48名
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発

家庭生活での男女共同参画の意識醸成のため各種啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・「おとうさんとおじいちゃんの読み聞かせ」の開催
　開催日：令和4年6月 8日（明木図書館）、6月17日（小川小学校）
　　　　　令和4年6月25日（萩図書館）、6月30日（育英小学校）
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・男女共同参画セミナーの開催
　演題：「男女共同参画の進展と裁判所の在り方」
　開催日：令和4年11月23日　　参加者数：48名
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発

①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
の
推
進
及
び
学
習
機
会
の
提
供
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取組内容 担当課

ワーク・ライ
フ・バランスの
推進のための啓
発活動

人事課

町内会活動への
啓発

市民活動推進課

市民活動推進課

おいでませ、豊
かな暮らし応援
課
各総合事務所

市民活動の推進 市民活動推進課

地域子育て活動
への支援

子育て支援課

子育て支援課

商工振興課

地域コミュニ
ティ活動の推進

　基本目標２　だれもが共に活躍できるまちづくり
　重点項目４　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

施策 事業の内容及び実施状況

心と体の休養によりリフレッシュが図られるよう、毎週水曜日と毎月第3
金曜日のノー残業デーの定時退庁はもとより、週休日の振替えや勤務時間
の割振り変更の活用、年次有給休暇を計画的に取得し、メリハリのある勤
務を心がけるように周知を行った。また、男性の育児休暇、育児短時間勤
務や早出遅出勤務など、取得しやすい環境整備に努めた。

①
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
の
推
進
及

び
学
習
機
会
の
提
供

仕事と生活の調
和推進のための
法制度や各種支
援制度等の周知
及び啓発

③
事
業
者
及
び
市
民
に
対
す

る
啓
発
活
動
の
推
進

子育て応援ガイドブックを窓口配布やホームページに掲載し周知と情報提
供を行った。

男女雇用機会均等法、労働基準法、次世代育成支援対策推進法、パートタ
イム労働法、育児休業制度、介護休業制度、子の看護休暇制度等の周知と
情報提供のため、ポスターの掲示及び窓口でパンフレットやリーフレット
等を配布した。

②
男
女
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
促
進

行政推進員集会において、萩市男女共同参画プランの説明を行い、地域に
おける男女共同参画に関して啓発を行った。

住民の自主的な共同活動を支援し、地域自治の振興並びに行政と住民との
協働及び住民参加のまちづくりを推進するため、町内会等の運営に関する
経費に対して補助金を交付した。

地域内の集落や自治会、各種団体等が連携し、地域の課題解決や地域の資
源及び特性をいかした地域づくりに住民自らが取り組むことができるよ
う、行政との協働関係を築くことのできる地域コミュニティ組織の主体的
かつ効果的な地域づくり活動を支援するため、「魅力ある地域づくり交付
金事業」を実施した。
≪特徴的な取組≫
・川上地域　　阿武川周辺の地域活性化事業、桜ライトアップ事業など
・田万川地域　環境美化清掃活動、生涯学習・スポーツ振興など
・むつみ地域　生涯学習・スポーツ振興、環境美化活動など
・須佐地域　　生涯学習・スポーツ振興、歴史文化継承事業など
・旭地域　　　地区の文化作品展、スポーツ振興など
・福栄地域　　世界遺産の保護活用事業、スポーツ振興など

市民活動の拠点として「萩市市民活動センター」の管理・運営を行い、市
民活動の振興とネットワークづくりを推進した。

母親クラブへ活動費を助成した。
・3世代交流や児童の安全対策等の児童の健全育成に取組む市内1母親クラ
ブに対して活動費を助成した。
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取組内容 担当課

男女間の暴力を
許さないという
意識啓発の推進

市民活動推進課

暴力を生まない
ための予防教育
の実施

市民活動推進課

②
暴
力
を
生
ま
な
い
た
め
の
予
防
教
育
の
実
施

様々な暴力を生まないため、市内中学校等で専門講座（15回）を開催し
た。
・令和4年 4月28日　萩看護学校1年生【40名】
・令和4年 9月 7日　至誠館大学職員【45名】
・令和4年10月 7日　見島小学校5年生【5名】
・令和4年10月17日　萩市白水会館【15名】
・令和4年10月26日　萩商工高等学校2年生【90名】
・令和4年11月25日　萩西中学校3年生【101名】
・令和4年11月25日　福栄中学校3年生【6名】
・令和4年11月26日　田万川中学校3年生【20名】
・令和4年11月28日　萩市白水会館【15名】
・令和5年 2月 3日　萩西中学校【90名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月21日　萩東中学校3年生【32名】
・令和5年 2月24日　萩光塩高等学校3年生【64名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【31名】
・令和5年 2月24日　萩東中学校3年生【32名】

施策 事業の内容及び実施状況

基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり

●重点項目1　暴力（ＤＶ・デートＤＶ等）の根絶

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目１　暴力（ＤＶ・デートＤＶ等）の根絶

①
男
女
間
の
暴
力
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
識
啓
発
の
推
進

男女間の暴力を防ぐため、啓発事業を実施した。
・市内4ヶ所の図書館に男女共同参画関連図書コーナー設置
　　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～令和4年度版読んでほしい男女共同参画図書～
　　開催場所：萩･須佐･明木図書館、田万川中学校図書館
　　開催期間：令和4年6月1日～6月30日
・男女共同参画週間パネル展示実施
　開催場所：萩市役所庁舎ロビー
　開催期間：令和4年6月20日～6月30日
・パネル展示実施
　テーマ：「だれもが自分らしく生きるために」
　　　　　　～実現しよう!男女共同参画社会～
　　　　　萩市の男女共同参画、萩市市民意識調査の結果、多様な性、
　　　　　SDGs、女性に対する暴力をなくす運動等の展示
　開催場所：萩・須佐・明木図書館、田万川中学校図書館、
　　　　　　萩市民館、大井・三見公民館、川上・むつみ総合事務所、
　　　　　　福栄コミュニティセンター、
　　　　　　萩市市民活動センター「結」、田町商店街
　開催期間：令和4年10月1日～令和5年2月28日
・「2022萩市男女共同参画だより」を作成し、公民館等で配布
・広報はぎ、ホームページ、Facebookによる啓発
・オレンジ＆パープルライトアップ
・オレンジ＆パープルリボンツリーの設置
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取組内容 担当課

市民活動推進課

市民活動推進課

関係機関と連携
し、配偶者等暴力
被害者への支援を
実施

市民活動推進課

性被害者への支援 市民活動推進課

性的少数者への支
援

市民活動推進課

①
相
談
・
支
援
・
連
携
体
制
の
強
化

配偶者暴力被害者支援における関係機関（健康増進課、子育て支援課、高
齢者支援課、福祉支援課、福祉政策課、地域包括支援センター、建築課、
市民課、教育委員会、警察等）との連携体制の強化に努めた。

広報はぎ、ホームページや出前講座等を利用し、女性相談窓口を周知し
た。
萩ふるさとまつりで啓発グッズを配布し、情報提供を行った。

女性相談窓口を設置し、性的少数者に関する相談を受け付けた。
支援のため、研修（1講座）を受けた。
・学ぼう性の多様性セミナー～職場での正しい理解と対応に向け～
　　開催日：令和5年1月26日（オンライン）
パネル展、出前講座、各種会議、萩ふるさとまつり人権コーナー等、機会
をとらえて、性の多様性に関する啓発を行った。
アンケートにおける性別欄について、不要なものは廃止し、廃止しない場
合は自由記入とするか「その他」欄を設けた。

女性相談窓口を設置し、相談を受け付け支援を行った。

女性相談窓口を設置し、男女共同参画に関するあらゆる相談を受け付ける
とともに、情報提供を行った。メールによる面接相談予約を行った。
・相談総数：533件（102名）
・相談区分
　　電話によるもの375件
　　面談によるもの158件
　　その他　　　　　0件
・ＤＶに関するもの287件（24名）
　　うち、電話202件、面談85件、その他0件

女性相談窓口の周
知及び情報提供の
実施

基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり

●重点項目２　暴力被害者等への相談・支援の充実

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目２　暴力被害者等への相談・支援の充実

施策 事業の内容及び実施状況
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取組内容 担当課

女性相談窓口によ
る配偶者暴力等被
害者への支援を実
施

市民活動推進課

支援体制の充実充
実のため資質向上
に努める

市民活動推進課

女性相談窓口を設置し、配偶者暴力等被害に関するあらゆる相談を受け付
けるとともに、情報提供を行った。メールによる面接相談予約を行った。
・相談総数：533件（102名）
・相談区分
　　電話によるもの375件
　　面談によるもの158件
　　その他　　　　　0件
・ＤＶに関するもの287件（24名）
　　うち、電話202件、面談85件、その他0件

被害者支援についての情報収集のため、DV等に関する専門研修に参加し
た。各講師から、被害者支援等について説明を受けた。
・市町配偶者暴力相談窓口担当者等初任者研修会
　　開催日：令和4年4月28日（オンライン）
・女性関連施設相談員・相談事業担当者研修
　　開催日：令和4年6月21日～7月19日（全12回、オンライン）
・被害者支援員養成講座
　　開催日：令和4年6月22日、29日（山口市）
・DV被害者自立支援講演会
　　開催日：令和4年7月22日（オンライン）
・中国・四国地区婦人保護事業研究協議会講演会
　　開催日：令和4年9月6日、7日（オンライン）
・2022アウェアFネットフォローアップ研修
　　開催日：令和4年9月10日、11日（オンライン）
・フェミニストカウンセリング専門講座
　　開催日：令和4年9月15日、29日（オンライン）
・相談員・支援員のための研修会
　「DVと面会交流～共同親権問題に関連して」
　　開催日：令和4年10月5日（オンライン）
・アウェア
　「それって虐待ですよ！親のDV～子どもたちのために理解する～」
　　開催日：令和4年11月16日（オンライン）
・山口県ヤングケアラーへの理解を深めるシンポジウム
　　開催日：令和4年11月19日（山口市）
・学ぼう性の多様性セミナー～職場での正しい理解と対応に向け～
　　開催日：令和5年1月26日（オンライン）
・ひきこもりに関する講演会
　　開催日：令和5年2月15日（萩市）
・全国婦人相談員・心理判定員研究協議会
　　開催日：令和5年2月21日（オンライン）
・市町等配偶者暴力相談担当者研修会（専門研修）
　　開催日：令和5年3月17日（オンライン）
・「DVと児童虐待」講師養成講座
　　開催日：令和5年3月25日（オンライン）

②
被
害
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目２　暴力被害者等への相談・支援の充実

施策 事業の内容及び実施状況
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取組内容 担当課

学校における性
教育の充実

学校教育課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

健康寿命の延伸
等につながる食
育の推進

健康増進課

地域包括ケア体
制の充実

萩市地域包括支
援センター

基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり

●重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

施策 事業の内容及び実施状況

健康教育の推進
や健康診査、健
康相談機能の充
実

成人保健事業として4事業を実施した。
・健康教育(集団)　372回開催　参加者数：延3,679名
・健康相談　23回開催　参加者数：延332名
・特定健康診査　生保受診者数：11名
・訪問指導　指導者数：延223名
　　　　　　指導従事者数：保健師12名

保健、医療、福祉のサービスを包括的に提供する地域包括ケア体制の充実
を図るため、多職種間との連携強化に努めた。
・多職種協働研修会　4回開催 参加者数：延148名
・事例検討会　6回開催　参加者数：延304名

健診事業として8検診を実施した。
・受診者数　胃がん：515名、子宮がん：679名、乳がん：563名、
　　　　　　大腸がん：2,329名、肺がん：1,666名、喀痰：37人、
　　　　　　歯周疾患：15名、骨粗しょう症：76名、肝炎ウイルス：2名

自己健康管理意識の向上を図るため、健康教育及び健康相談を開催し、検
診の積極的な受診を促すなど啓発事業を実施した。
・開催回数：372回
　参加者数：延3,679名

定期予防接種事業、予防接種費用助成事業を実施した。
定期予防接種
・高齢者：高齢者インフルエンザ：12,362件、高齢者肺炎球菌：527件
新型コロナウイルス感染症対策のためのワクチン接種を実施した。

集団健診会場を活用し、減塩レシピや食品サンプルを用いた節塩（毎日気
付かず摂っている無駄な塩を今より少し節する）活動を食生活改善推進員
の協力のもと実施した。
・開催回数：16回
　参加者数：延548名

①
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策
の
推
進

児童生徒の発達段階に応じて、人権尊重・男女平等の精神に基づく豊かな
男女の人間関係を築くことができるよう性教育の充実を図った。
・全小中学校において計画的に実施
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取組内容 担当課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

健康増進課

不妊治療等に対
する経済的負担
軽減のための支
援

健康増進課

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

施策 事業の内容及び実施状況

②
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
健
康
支
援

定期予防接種事業、予防接種費用助成事業を実施した。
定期予防接種
・小児：四種混合：635件、二種混合：222件、MR1期：154件、
　　　　MR2期：213件、日本脳炎：829件、BCG：149件、ヒブ：622件、
　　　　小児用肺炎球菌：628件、子宮頸がん：552件、水痘：277件、
　　　　B型肝炎：457件、ロタウイルス：314件
風しんの追加的対策
・風しん抗体検査：20件、MR5期：12件
予防接種費用助成事業
・おたふくかぜ：270件、風しん（MR含む）：10件
・子宮頸がん予防ワクチン：18件

≪パパ・ママセミナー・思春期保健学習≫
学童期・思春期から妊娠、出産、育児に関する一貫した正しい知識や
「親」になるための必要な心がまえの習得、夫の参加により家族協力の大
切さを体験し、家族全員での子育てを薦めた。
・ファミリー教室　　　6回開催　参加者数：延51名
・ベビィ楽楽♪アカデミー　15回（3クール×4回＋3回）開催
　　　　　　　　　　　　　参加者数：延142名
・思春期出前講座　　　22回開催　参加者数：延827名

≪母子保健訪問指導≫
乳幼児・妊産婦の訪問指導を行い、「こんにちは赤ちゃん訪問事業」で
は、生後４か月までの乳児を対象に訪問指導を行った。
・乳幼児訪問指導：延2,954件（保健推進員）
　　　　　　　　　延135件（保健師等）
・妊産婦訪問指導：延122件（保健推進員）
　　　　　　　　　延109件（保健師）
・こんにちは赤ちゃん事業：142件訪問

≪妊婦歯科健康診査事業≫
むし歯や歯肉炎等に罹患しやすい妊婦に対し、歯科健康診査を実施するこ
とで、歯科疾患の予防や早期発見及び治療と妊婦自身の歯科保健や健康観
の向上を図ることを目的とし、妊婦歯科健康診査を開催した。
・受診者数：85名

妊娠・出産・子
育て環境の充実

妊娠期から子育
て期まで切れ目
のない継続した
支援

≪保健推進員の設置≫
行政と家庭をつなぐパイプ役として地域住民と密着し、母子や老人等の健
康の保持増進を目的としていろいろな問題を行政に伝え、反映させる「保
健推進員」を設置した。
・萩市保健推進員　166名
　　総会：年1回、理事会：年4回
　　子育て輪づくり活動：49回開催(17地区ごとで開催)
　　　　　　　　　　　　参加者数：子ども499名、大人441名
　　乳幼児健診介助　参加者数：44名
　　健康教育介助　参加者数：344名
　　訪問件数：4,622件

③
男
女
の
不
妊
、

不
育
症
治
療
へ
の

支
援

不妊治療費、不育症治療費の助成事業を実施した。
・一般不妊治療費用助成（10件）
・特定不妊治療費助成（延4件）
・生殖補助医療費助成（延8件）
・不育症治療費助成（5件）
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取組内容 担当課

文化・生涯学習
課

文化・生涯学習
課

文化・生涯学習
課

文化・生涯学習
課

中央公民館

三見公民館

大井公民館

大島公民館

見島公民館

川上公民館

江崎公民館

　　高齢者学級　　（年2回）　参加者数：41名
　　大井に歩こう会（年2回）　参加者数：23名
　　大井地区三世代交流グラウンド・ゴルフ大会　参加者数：39名
　　文化作品展　　（個人：9　団体：8）
　　公民館活動通信　年12回（公民館だより俳句の投句）

　　高齢者健康教室（年9回）　参加者数：81名
　　大島公民館まつり　11月19日　参加者数：400人
　　大島盆踊り大会（中止）

　　見島公民館まつり　開催期間：令和4年11月3日～11月5日
　　　　　　　　　　　参加者数：125名
　　スポーツ教室（年1回）　開催日：令和5年3月12日　参加者数：20名
　　ふれあい講演会（年1回）開催日：令和4年10月29日　参加者数：50名
　　見島ふるさとまつり（中止）

　　かわかみ雑学塾（年度内10回  参加者数：延83名
　　公民館活動通信（公民館だより発行、年12回）
　　生涯学習発表会　開催日：令和4年11月6日

　　江崎高齢者学級（全4回）　参加者数：127名
　　江崎地区盆踊り大会（中止）
　　生涯学習フェスティバル
     開催日：令和4年11月27日　参加者数：128名

各種学級、講座を開設し、生涯学習活動の充実を図った。
≪生涯学習のまちづくり事業≫
・未来を切り拓くひとづくりセミナー（1回）　参加者総数：1,121名
　（市内中学校13校、高校2校　計15校がオンライン聴講　※一部会場で
聴講）

≪生涯学習情報提供事業≫
・生涯学習情報の提供として、「生涯学習のまちづくりメニュー」をホー
ムページで周知した。

各公民館等において各種学級、講座を開設した。
・親学・家庭教育学級(全13講座)
・子育て講座(全45講座)

　　各種講座（全9講座）　参加者数：1,273名
　　高齢者教室（全8講座）　参加者数：739名
　　萩中央公民館合同作品展・高齢者作品展：令和4年11月18日～20日
　　舞台発表会:令和4年10月16日

　　高齢者学級（1回）　12名
　　三見歩こう会　参加者数　17名
　　三見親子教室（マーマレード作り）　10名
　　三見親子教室（絵手紙）　9名
　　三見親子教室（天体観測） 16名
　　大人の教室（コンニャク作り）17名
　　三見親子教室（クリスマスリース・ケーキ作り）（中止）
　　三見花の里大作戦（1,462本）
　　三見地区グラウンドゴルフ大会（中止）
　　三見公民館まつりグラウンドゴルフ大会　256名
　　サンサン三見のお宝体験　61名
　　子ども相撲大会（中止）

施策 事業の内容及び実施状況

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

各公民館におけ
る各種講座開設
による生涯学習
活動の充実

④
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
の
推
進

市職員が講師となって講座やワークショップを実施した。
・出前講座（市民対象）　288回
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取組内容 担当課

小川公民館

吉部公民館

高俣公民館

須佐公民館

弥富公民館

明木公民館

佐々並公民館

福川公民館

紫福公民館

文化・生涯学習
課

④
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
の
推
進

　　小川高齢者学級（全7回）　参加者数：59名

　　ふれあい花火大会　開催日：8月14日　来場者数：450名
　　むつみふるさとまつり　開催日：11月3日　来場者数：2,600名
　　むつみ文化のつどい 　開催日：11月27日　来場者数：150名
　　健康講座（吉部・高俣公民館合同）
　　　開催日：8月19日、26日　参加者数：延43名

　　子ども向け講座（中止）

　　さつき学級（高齢者、年6回）　延参加者数：64名
　　おもしろ学級（2学級）　参加者数：延116名
　　須佐美術展　開催期間：令和4年11月1日～5日　参加者数：250名
　　生涯学習発表会　令和4年6月11日～13日
　　　　　　　　　　作品展示のみ204点　来場者150名
　　映画上映会　令和4年8月19日
　　　　　　　「ボス・ベイビー　ファミリー・ミッション」50名

　　紫福塾（年8回）　参加者数：120名
　　紫福地区盆踊り大会（中止）

社会教育関係団体が公民館を使用する際の使用料の負担軽減を行った。
・登録団体数：137団体

　　学楽塾（年7回）　参加者数：91名
　　生涯学習作品展
　　　　開催期間：令和4年12月3日～4日　出展者数：延192名
　　福川地区盆踊り大会（中止）
　　福栄ふるさとまつり
　　　　開催日：令和5年11月3日　来場者数：約2000人
　　生涯学習発表会　開催日：令和5年11月3日　4団体約150人

　　さつき学級（高齢者、年6回）　参加者数：107名
　　ふるさと学習塾（高齢者と子どもの交流学習）　（中止）
　　弥富地区作品展　開催期間：令和4年11月14日～令和4年12月14日
　　　　　　　　　　出展：45名（91作品）　観覧：57名

　　各種講座（4講座）　参加者数：239名
　　高齢者学級（年5回）（活動支援）参加者数：89名
　　明木地区文化祭　開催日：令和4年11月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　（農業文化祭に替えて実施）
　　出展者数：35団体　来場者数：延450名

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

施策 事業の内容及び実施状況

各公民館におけ
る各種講座開設
による生涯学習
活動の充実

　　高齢者学級（年7回）　参加者数：159名
　　ささなみの秋祭り（萩往還ささなみおいでん祭の代替）
　　　開催期間：令和4年11月20日　来場者：延1,300名
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取組内容 担当課

市民活動推進課

福祉政策課
観光課

文化財保護課

ＮＰＯ活動やボ
ランティア活動
等への支援

④
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
の
推
進

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目３　生涯を通じた男女の健康支援

施策 事業の内容及び実施状況

市民活動の拠点として「萩市市民活動センター」の管理・運営を行うとと
もに、ＮＰＯ活動、コミュニティ活動等市民の自主的・主体的な活動を支
援した。
財団等が行う助成制度の情報を一括管理し、ホームページに掲載した。
ＮＰＯ団体やボランティア団体に対し、各種活動の支援やセミナーや研修
等の情報提供などを行った。

萩市社会福祉協議会へ補助金を交付し、生活ボランティア活動等を支援し
た。
・生活ボランティア活動の推進支援
・お話しボランティアの支援
・児童生徒へのボランティア学習、福祉教育の支援
・企業・勤労者の社会貢献活動への支援
・萩地域訪問型サービスこころフルの会員(生活支援ボランティア)の育
成・推進
・趣味・特技を生かしたボランティアの確保と活動支援
ＮＰＯ萩観光ガイド協会へ補助金を交付し、ボランティアガイド活動等を
支援した。

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」
のガイドレベルアップ事業として萩観光ガイド養成セミナーを開催した。

・萩市観光ガイド養成セミナー　ガイド入門編
・講義及び実践研修
　　開催日：令和5年2月25日
　　会　場：萩博物館、萩城三の丸（堀内地区）
　　内　容：『「明治日本の産業革命遺産」と萩』（講師：道迫真吾）
　　　　　　『「楽しかったよ」の声を励みに』
　　　　　　　　（講師：石見銀山ガイドの会会長、安立聖）
　　　　　　古地図を片手にまち歩き
　　　　　　　　（ガイド：NPO萩まちじゅう博物館）
　　参加者数：21名
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取組内容 担当課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

高齢者支援課

高齢者支援課

高齢者支援課

高齢者支援課

母子・父子自立支援員を配置し、母子家庭等の自立のために職業能力の向
上及び求職活動に関する情報提供など総合的な支援を行った。

《ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金支給事業》
介護福祉士資格を取得するため、教育訓練講座の受講者に受講料の一部を
助成し、母子家庭の自立促進を図った。
・受講者　2名

《ひとり親家庭高等職業訓練促進費給付金等事業》
看護師及び准看護師、美容師、理容師資格等を取得するため、養成機関で
の修業者に生活費の一部を支給し、母子家庭等の自立促進を図った。
・修業者　5名

《老人福祉推進施設管理運営事業》
健康づくり・介護予防・生きがい趣味活動・世代間交流のための拠点施設
として旭地域世代間交流施設等の管理運営を行った。

《介護保険利用者負担軽減事業》
特に生計が困難な者の利用者負担額を行った社会福祉法人等に対し、軽減
した利用者負担額の一部を助成した。
・社会福祉法人等利用者負担軽減事業：3名、1法人
利用者負担額を軽減した離島等一定地域に所在する事業所（社会福祉法
人）に対し、軽減した利用者負担額の一部を助成した。
・離島等地域利用者負担軽減事業：83名、1法人
市民税非課税世帯に属する者が訪問入浴介護を利用した場合に利用者負担
額の一部を助成した。
・訪問入浴介護利用者負担金助成事業：1名

高齢者に対する
生きがいと健康
づくりのための
活動支援

老人クラブ（82クラブ）と老人クラブ連合会に対して活動費の補助を行っ
た。

敬老会の実施または実施主体へ補助を行った。
・80歳、88歳、100歳、101歳以上の方へ祝い品（金）を支給した。

基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり

●重点項目４　安心して暮らせる環境づくり

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目４　安心して暮らせる環境づくり

施策 事業の内容及び実施状況

ひとり親家庭が
自立して生活す
るための相談、
支援体制の充実

①
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
支
援 経済的自立へ向け、ひとり親家庭へ養育費の受領に関するアンケートを実

施し、未受領で希望するひとり親に対し相談支援を行った。

②
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
充
実
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取組内容 担当課

高齢者支援課

高齢者支援課
市民課

介護予防の推進
萩市地域包括支
援センター

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

高齢者ができる限り介護状態に陥ることなく健康で生き生きとした老後生
活を送れるように支援した。
・運動器の向上事業、認知症予防、口腔ケア等：14ヶ所、延 3,726回

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目４　安心して暮らせる環境づくり

介護に対する支
援の充実

≪生活支援・家族支援事業≫
生活支援・家族支援にかかる各種サービスを提供することにより在宅のひ
とり暮らし高齢者等の自立した生活の継続を可能とするとともに、要介護
状態への進行を防止する。高齢者を介護している家族の経済的・精神的な
負担の軽減を行った。
・生活支援ホームヘルプサービス：延57.5時間
・生活支援ショートステイ：延124日
・生活支援給食サービス：延53,696食
・外出支援サービス（リフト付タクシー券）：75名
・訪問理美容サービス：延79回
・緊急通報システム：新規設置106台
・家族介護用品支給事業：220名

≪地域リハビリテーション推進事業≫
地域リハビリテーションの普及啓発等を行った。
・かがやきリハビリテーション機能強化事業
・離島リハビリテーション支援事業
　派遣回数（見島21回、大島21回、相島20回）
・地域リハビリテーション普及・啓発研修事業
  講演会の開催　1回　参加者数：82名
・介護予防効果評価事業　7回　参加者数：139名

②
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

施策 事業の内容及び実施状況

《重度心身障がい者医療費助成事業》
身体障がい者手帳の1級～3級所持者及び同程度の障がい者に医療費自己負
担分について助成を行った。
・対象者：1,589名（令和5年3月末）

③
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

障がい者が自立
して生活するた
めの相談、支援
体制の充実

《心身障害児総合療育機能推進事業》
心身障がい又は心身に障がいがあると疑われる乳幼児について、療育相談
に応じ適切な助言・指導を行うとともに、医療機関及び療育機関において
障がいの状況に適した治療及び療育を行った。
・萩地区心身障がい児療育相談会
　　開催回数：1回

≪特別障がい者手当≫
障がいの状態が重く、常時特別の介護を必要とする満20歳以上の在宅障が
い者に「特別障がい者手当」を支給した。
・対象者：42名（令和5年3月末）

≪障がい児福祉手当≫
満20歳未満の在宅障がい者に「障がい児福祉手当」を支給した。
・対象者：29名（令和5年3月末）

≪福祉手当≫
障がい基礎年金又は障がい程度により特別障がい手当を受けることができ
ない在宅障がい者に対し「福祉手当」を支給した。
・対象者：0名（令和5年3月末）
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取組内容 担当課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

福祉支援課

生活困窮者自立
支援制度による
相談窓口の設置

福祉支援課

離職者等への生
活安定対策

商工振興課

ひきこもりの相
談窓口の設置

文化・生涯学習
課

男女のニーズの
違い等に配慮し
た物資及び支援
体制の整備

防災危機管理課

女性防災リー
ダーの育成

防災危機管理課

　基本目標３　だれもが健康で、安全・安心に暮らせる社会づくり
　重点項目４　安心して暮らせる環境づくり

施策

《障がい者福祉タクシー等助成事業》
萩市に居住する身体障がい者等に対して、タクシー料金の助成を行った。
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障がい者が自立
して生活するた
めの相談、支援
体制の充実

《山口県障害者体育大会参加事業》
障がい者の自立と社会参画を促進するため、山口県障害者体育大会に参加
した。

《自立支援医療給付事業》
身体障がい者が更生のために必要とする医療費の給付を行った。

《障がい福祉サービス事業》
３障がいを一元化した体制でサービス提供の給付を行った。

女性の視点からの防災対策を充実させるため、広く地域防災リーダー研修
会の受講者を募集し、リーダーの育成を行った。
・地域防災リーダー研修会受講者13名（うち女性4名）
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事業の内容及び実施状況

《地域生活支援事業》
在宅の障がい者への情報提供の充実及び社会参加の促進を図るため、各種
支援事業を実施した。
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≪生活困窮者自立支援事業≫
萩市社会福祉協議会に窓口を設置し、相談支援事業を行った。

山口県・萩市中小企業勤労者小口資金貸付制度、山口県・萩市離職者緊急
対策資金貸付制度の周知・情報提供を行うため、広報はぎ掲載や窓口での
パンフレット配布を行った。

子ども・若者相談総合窓口・ひきこもり相談窓口を文化・生涯学習課内に
設置。
・相談件数：18件

《補装具給付事業》
補装具として定められた物の交付及び修理を行った。

避難所における女性用の資機材として、レディースセットを100セット購
入した。
　レディースセットの内容は、以下①から⑨のとおり。
　①デリケートゾーン用ウェットシート
　②生理用ナプキン
　③サニタリー袋
　④不織布カラーショーツ（生理兼用タイプ）
　⑤クレンジングシート（10枚入）
　⑥スキンケアセット（メイク落とし、化粧水、乳液）
　⑦絆創膏
　⑧ポケットティッシュ
　⑨巾着
また、避難所における女性への支援体制の充実を目的として、避難所指定
職員142名中、女性職員を53名任命した。
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